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　町消費老友の会（菱田素子会長）の「親子ﾉふ机あ

い料理教室」が、２月10日と1ｧ日の２回にわたって

睦小学校で開催され、５・６年生の子供応ちとその

母親、約50名刀参加して、魚や回んぴよう、野菜な

どを使つ応和食料理回挑賊しまし応。

　こ机は、同友の今回幌の委託を受けて開いたもの

で、開催回先だ今偏食を防ぐための食生活診断が行

ｵっ拉、その診断書は子供応今回渡されました。

　料理ができあ刀ると、みんなで言づつみを打ちな

がら、楽しいひとときを追ごしました。
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すすんで受けよう

　　良ム診」チェックを

忍
び
寄
る

　
　
成
人
病

　
自
覚
症
状
が
な
い
と
、
健
康
だ
と

思
い
が
ち
で
す
。
で
も
、
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
、
癌
、
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
は
、
無
症
状
の
ま
ま
進
行
す
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

健
診
を
受
け
よ
う

　
あ
る
日
突
然
、
心
臓
病
の
発
作
が

起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
と

な
る
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
は
、

1
0
年
も
2
0
年
も
前
か
ら
飴
ま
っ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
用
心
の
た
め
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を

継
続
的
に
把
捉
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
病
気
が
見
つ
か
る
と
こ

わ
い
」
な
ど
の
理
由
で
健
診
を
受
け

な
い
方
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
健
診

を
受
け
な
い
た
め
に
手
遅
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
方
が
も
っ
と
こ
わ
い
の
で

す
。早

期
発
見
が

　
い
か
に
大
切
か

　
成
人
病
は
、
初

期
の
段
階
で
は
あ

ま
り
自
覚
病
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
癌
の
場
合

な
ど
は
、
外
米
で

発
見
さ
れ
た
人
よ

り
、
検
診
で
発
見

さ
れ
た
人
の
方
が

生
存
串
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
検
診

で
・
発
見
さ
れ
た
癌

は
、
早
期
癌
が
多

い
た
め
で
す
。
毎

年
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
た
と
え
癌
に

な
っ
た
と
し
て
も
手
遅
れ
に
な
る
前

に
発
見
で
き
る
た
め
で
す
。

あ
な
た
は
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
す
か

年
に
一
度
は
必
ず

　
健
康
診
査
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
「
昨
年
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
今

年
は
受
け
な
い
」
と
い
う
人
が
い
ま

す
が
、
た
い
へ
ん
危
険
な
考
え
方
で

す
。
一
年
前
の
健
診
の
検
査
結
果
で

は
古
す
ぎ
ま
す
。
最
低
、
年
に
一
度

は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
結
果
を

日
常
生
活
に

生
か
そ
う

　
　
ゝ

　
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
以
外

に
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

も
大
き
な
目
的
で
す
。
継
続
的
に
受

診
し
て
、
検
査
の
数
値
か
ら
自
分
な

り
の
正
常
値
を
っ
か
み
、
そ
れ
を
越

え
た
と
き
に
専
門
医
の
指
導
を
受
け

る
Ｉ
Ｉ
Ｉ
と
い
う
よ
う
に
、
日
常
の

健
康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。選

べ
ま
す

　
　
健
診
日

　
町
で
お
こ
な
う
健
康
診
査
は
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
日
程

言
打
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
日
都
合

が
悪
く
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
都

合
の
良
い
日
に
他
の
健
診
会
場
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
健
康
診
査
の
お
問
合
せ
は
、
保
健

　
課
健
康
増
進
係
（
賠
Ｉ
り
乙
り
ｏ
４
内

　
線
１
１
０
番
）
　
へ
。
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人間ドック検診費用の

助成制度を始めます
一国保加入者１人につき３万円の補助／－

　壬生町国民健康保険条例が施行され

てから、30周年を迎えました。

　町では、これを機に平成２年度から

人間ドック検診（１泊２日）を受検さ

れる方を対象に、費用助成を行うこと

になりました｡お早めに申込み下さい。

①
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
の
披
保
険

　
者
で
年
齢
三
五
歳
以
上
七
〇
歳
末

　
満
の
方
。
（
老
人
保
健
法
の
適
用

　
を
受
け
て
い
る
方
を
除
玉

②
検
診
予
定
日
前
過
去
一
年
間
に
人

　
間
ド
ッ
ク
の
検
診
を
受
け
て
い
な

　
い
方
。

③
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

　
る
世
帯
に
属
す
る
方
。

検
診
機
関
は
壬
生
町
が
契
約
し
た

検
診
機
関
だ
け
で
す
。

検
診
日
に
っ
い
て
は
、
平
成
二
年

五
月
か
ら
平
成
三
年
二
月
ま
で
の

期
間
で
月
十
名
程
度
を
予
定
し
て

●

い
ま
す
。

-

　
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
は
、
短
期
人

間
ド
ッ
ク
（
一
泊
二
日
）
の
場
合
、

約
六
〇
、
〇
〇
〇
円
程
度
（
消
費
税

別
）
で
す
が
、
国
民
健
康
保
険
披
保

険
者
一
人
に
つ
き
三
〇
、
〇
〇
〇
円

を
補
助
し
ま
す
。

◇

請

　
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
人
間
ド
ッ

ク
検
診
助
成
申
請
書
に
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
審
査
し
、
助
成
金
支
給
決
定
通

知
書
と
人
間
ド
ッ
ク
検
診
券
を
交
付

し
ま
す
。

　
検
診
機
関
で
受
け
る
際
に
人
間
ド

ッ
ク
検
診
券
を
提
出
し
、
個
人
負
担

分
の
金
額
だ
け
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
三
万
円
は
、
検
診
機
関
の

請
求
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。お

を

　
検
診
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
年
度
壬
生
町
国
民
健
康
保
健
予
算

の
範
囲
内
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
助

成
す
る
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

四
月
十
日
か
ら
受
付
し
ま
す
の
で
、

お
早
目
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
印

鑑
、
国
保
被
保
険
者
証
持
参
の
こ
言

問
合
せ
先
　
保
健
課
保
険
係
［
］
八
二

－
一
二
三
四
内
線
一
〇
八
・
一
〇
九

○
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